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Sharon Pollockの歴史劇とドラマトゥルギー
南 良 成
Sharon Pollock’s Historical Drama and Dramaturgy
Yoshinari Minami
The present paper aims at clarifying the characteristics of the dramaturgy of Sharon Pollock, who is one
of the leading English playwrights in Canada, by examining some of her historical plays. Special emphasis
is placed on a comparative analysis of Pollock’s The Komagata Maru Incident, which deals with the issues
of Asian Canadian immigrants, and Kinoshita’s A Japanese Called Otto, which treats an espionage case. The
paper touches upon the historical backgrounds of both plays and the playwrights’ intended themes, and also
indicates the similarity between Pollock’s dramaturgy and that of Kinoshita. Through this emphasis, it is
demonstrated that Pollock is a very sincere playwright who faces Canadian history squarely and always tries
to explore issues surrounding Canadian national identity.
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
１９８０年代になって Sharon Pollockの劇作品がカナダ演劇界で脚光を浴び，Pollock自身もカナダ演
劇の課題や劇作法について多くを様々な場で語りはじめ，今日ではカナダ演劇を考える上で看過
できない劇作家となっている。１９９４年１１月，Pollockは日本国際交流基金の招聘で来日し，在日カ
ナダ大使館において講演をおこなった。その折の講演の中で，彼女はカナダ演劇界の現況を伝え
ると同時に，演劇界内側からの現代カナダ演劇への問題意識を吐露した。彼女は，一方でアメリ
カ商業演劇やカナダ経済構造変化の悪影響を指摘しカナダ演劇の将来性に懸念を表明しながらも，
一方でカナダ社会の少数派民族の間から新しい演劇の息吹が見られると希望的見解を述べた（１）。確
かにカナダにおいて英語系演劇の昨今の様子は Pollockが愁うるような概況にあるが，Pollock自身
の劇作活動を見る限り，また，彼女の作品を評価し舞台化しようとする演劇関係者がいて，その
上演を楽しみにして来る観客がいる限り，英語系カナダ演劇の健在を感受しうるし，また，期待
も持ち得るように思う。
聴講した日本人の間で，特に東京の演劇人の間で，Pollockの来日講演を契機に彼女の劇作品に
対して関心が高まった。筆者も Pollock講演に啓発された者の一人であるが，Pollock作品を数点読
んで強く感じたことは Pollockと木下順二のドラマトゥルギー（２）の類似性である。本稿は，Pollock
の歴史劇，特に戯曲 The Komagata Maru Incident を中心に論じ，Pollockのドラマトゥルギーを木下
順二の演劇理念との比較の下に分析的考察を試みるものである。
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Sharon Pollockは，１９３６年，ニューブランズウッィク州のフレデリクトンで外科医である父 Ever-
ett Chalmersと母Mary Sharon Chalmersの間に生まれた。長じてニューブランズウッィク大学に入
学したが，トロントに住む保険ブローカー Ross Pollockと結婚のため，１９５４年，中途退学した。し
かし１９６０年代の初頭，夫と別居。離婚後５人の子供を連れて彼女はフレデリクトンに戻り，The
Playhouseや Theatre New Brunswickで女優業をはじめ様々な劇場関係の仕事についた。１９６６年に俳
優のMichael Ballと再婚してカルガリーに居を移してからは劇団 The Prairie Playersの女優して活動
し，Ann Jellico作 The Knack の公演に出演した時には Dominion Drama Festival（３）最優秀女優賞を受
けた。やがて彼女は劇作に関心を移し，１９７１年の処女作 A Compulsory Option でアルバーター劇作コ
ンテストに入賞した。パラノイアを扱ったブラックユーモア風のこの作品は，翌年，バンクーバー
の New Play Centreで初演されている。次作品Walsh は１９７２年から７３年にかけて執筆され，Calgary
Theatreで１９７３年に初演された後，翌年には the Stratford Festival第三劇場で上演された。これを契
機に Sharon Pollockの名は全国的に知られ，劇作家として注目を引くようになった。その後，彼女
はバンクーバーに移住し，舞台劇，放送劇，児童劇などの作品を次々と発表し，Blood Relations
という作品ではカナダ総督賞を受賞している。１９８８年，彼女はカルガリーに戻り，現在，ここを
基点に，劇作，舞台監督，俳優として，幅広い活動をしている。
Sharon Pollockの劇作家としての資質は，カナダ総督賞を与えられた作品 Blood Relations に如実
に発揮されている。この作品は１８９２年にアメリカのマサチューセッツ州フォールリバーという町
で実際に起きた殺人事件を題材に創案されたものである。事件は Lizzie Borden猟奇殺人事件とし
て広く報道され，当時，カナダを含め北米中の町々で人々を震撼させた。それは，Lizzie Borden
という女性が実父 Andrew Bordenと継母 Abbyを共に斧で惨殺したという容疑で逮捕・起訴された
ことが新聞に報道されたことに端を発し，Andrew Bordenが町の資産家であったことや Lizzieと Abby
が極めて不仲であったことなどが話題にされ，実に様々な憶測が飛び交った。しかし，裁判にお
いては，当初 Lizzieのアリバイ証言には少なからず矛盾が露呈されたにもかかわらず，証拠不十分
ということで判決は無罪であった。この事件は，北米社会では後々までも語り草となり，童謡に
まで歌われ続けている（４）。
劇作家 Pollockは，Lizzie Borden事件を題材にして Blood Relations を書いたが，劇中の主人公 Liz-
zieが殺人を犯したかどうかの点に関しては劇の最後まで不明である。実際の裁判で歴然と無罪に
なった人物を確たる証拠資料も無いままに自作品の中で犯罪者としてあからさまに描くことは問
題があるだろう。実は，作者の意図は劇中で Lizzie Bordenの犯罪行為の有無を検証することでは
なく，別の象徴的な意味を追求することにあった。Lizzieは父娘の心理的執着を一方で示しながら，
もう一方で父が固執するビクトリア朝的モラル，つまり，女性は家庭に留まり淑女としての徳性
を養うことが何よりも肝要とするような因習を嫌い，家庭の枠にとらわれない自由な世界を希求
している。Blood Relations という作品は，１９世紀末の家父長制を核とした保守的社会の慣習と個人
の自立欲求の間で分裂した自己に閉塞されてしまう女性の悲劇を描いている。それは，社会と個
人，そしてまた，分裂した自己と自己の対立を描くがゆえにドラマ性を成立させていると言える。
Pollockは Blood Relations のドラマ性を高めるために，現代劇で用いられる劇作技法をいくつか
試みている。例えば，Miss Lizzieと The Actressのロールプレイ（５），作者自身が言う“dream thesis”
に基づく劇中劇の展開（６），フラッシュバック，決定的行動前を舞台で見せ，且つ，決定的行動自体
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は舞台裏設定というサスペンス手法などを駆使し，ドラマティック効果を演出している。確かに
この作品のサスペンスドラマ的要素は観客の興味をひきつける重要な要素となっていることは否
定できない。Pollock自身が長らく舞台人として活動してきた経験が教えた劇作技法と言えるかも
しれない。

Blood Relations が実際に起こった事件を題材にしていることは以上述べた通りだが，Pollock
の作風全体を通じて言えることは，実際に起こった事件や史実から創案を得てドラマ化する傾向
が強いということであろう。例えば，１９７４年発表のWalsh はスー族の一部がアメリカ・モンタナ州
からカナダの南サスカチュワン州内へ移動した問題を，カナダ側の政治的対応を文脈に織り込ん
でドラマ化したものである。１８８７年６月２５日，リトルビッグホーンの戦闘においてシッティング・
ブルとクレイジー・ホースに率いられたスー族，シャイアン族などが結集し，カスター中佐率い
る第７騎兵隊を全滅させた史実はよく知られているが，このドラマは，その後，連邦軍の猛烈な
反撃によってインディアン側が敗北して，シッティング・ブルのスー族がカナダへ亡命して定住
を求める時点からの物語である。当時のカナダ北西部騎馬警察の指揮官であったウォルシュ少佐
がドラマの主人公で，スー族の扱いをめぐって組織への忠誠心ゆえに弱者に対して冷徹に法執行
をおこなおうとする人物が，やがて政府の姿勢に疑問を抱くようになっていく姿が描かれている。
戯曲の題もWalshとなっている。シッティング・ブルとウォルシュ少佐の談判の中に，カナダ政
府とアメリカ合衆国政府の微妙な関係が事件の歴史的背景にあることが観客に伝達される台詞が
聞かれ，Pollockのカナダ人としての歴史意識が強く出ている作品となっている。
Walsh と同様に歴史的事件を扱いながら，単に出来事の詳細を伝達することを主眼とした doc-
drama（７）（記録劇）とは異なるパースペクティブを持った The Komagata Maru Incident は注目に値す
る作品である。作品の歴史的背景となっているのは，第１次大戦の頃のバンクーバーで起こった
一事件である。１９１４年５月２３日，日本の蒸気船「駒形丸」が３７６名の移民者を東インドからカナダ
のバンクーバー港へ運んできた。が，当時のカナダの人種差別的移民政策によって，２４名を除いた
３５２名が入国を拒否され，同年７月２３日，海軍戦艦 Rainbowの威嚇を受けて駒形丸はついに港から
追い出された。その後，駒形丸は香港経由でインドへの帰路に着いた。
Pollockはこの事件を素材に戯曲 The Komagata Maru Incident を１９７５年に上梓し，この作品は１９７６
年１月に the Vancouver Playhouse劇場で初演されている。この劇は，すべての舞台上のアクション
と場面転換が俳優のポジションとライティングの効果的使用によって進行し，一幕物の長編劇と
なっている。劇中のドラマ的要素としては，まず，数人の登場人物間の激しい対立がある。彼ら
は駒形丸の乗船者達の処遇をめぐって，時には詰りあい，時には高圧的に振る舞い，あるいは時
には諜報活動をおこない，苛烈に敵対する。移民審査官のWilliam Hopkinsonは権力を行使して駒
形丸乗船者達の上陸を拒否しようとするが，大半の乗船者はかつてイギリス軍に従軍しており大
英帝国の臣民でもあったので，Hopkinsonが既存移民法を盾に彼らの入国を即座に拒否することは
難しかった。乗船者達は，一致団結して自分達の入国移民権の正当性を主張し法廷闘争を起こそ
うとする。Hopkinsonは，部下の Georgeがドイツ系カナダ人でアジア人に対して人種的偏見を強
く抱いていることを知って，彼を利用し乗船者達の仲間割れを画策する。また Hopkinsonは，船内
の食料が底をつきつつある窮地に乗じて，食料供与を引き換え条件に提示し，彼らに移民を諦め
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て自発的にバンクーバーから退去するよう説伏しようとする。側にいた Hopkinsonの愛人 Evyは，
彼女自身がバンクーバーの街の娼婦という社会的弱者であるがゆえに，Hopkinsonの移民希望者に
対する冷酷な態度を批判する。また彼女は Hopkinsonの弱点をつき，彼自身が有色人種の血が混じっ
ているのに肌の色を理由にアジアからの移民希望者を追い払う資格はないと難詰する。
HOPKINSN catches EVY; she speaks softly.
EVY : And Billy’s mother’s brown.
HOPKINSON slaps EVY; she speaks louder.
EVY : And Billy’s mother’s brown!
HOPKINSON slaps EVY; she speaks louder.
And Billy’s mother’s brown.
HOPKINSON throws EVY down , kneels and shakes her.
HOPKINSON : Don’t say that. Don’t say that! I’ll kill you if
you say that to me！（slowing down his attack on her）
Evy, don’t say that. Please don’t say
That...（stopping）I...I love you, Evy, don’t say
that to me...
EVY reaches out and draws his head to her.
EVY : Oh...oh...poor, poor, Billy（８）.
彼には迷いが生じるが，T. S.という人物が Hopkinsonの優柔不断さを揶揄し，軍艦を派遣して恫
喝してでも追い払えと，命じる。T. S. は劇中ずっとイニシャルのままで登場するが，作者は T.
S. に複数の役割を持たせるために敢えてイニシャルでの登場人物を設定したものと考えられる。
T. S.は Hopkinsonに命令を下す上司という役割であるが、同時に、それは当時のカナダ政府，あ
るいは，ブリティッシュコロンビア州当局の公式姿勢を表象しており，それは，あくまで東イン
ドからのアジア系移民者達の入国を拒否し排斥することに他ならなかった。次の彼の台詞が有色
人種排斥の考えを端的にあらわしている。
T. S. : Ladies and gentlemen! It walks!. It talks. It reproduces! It provides cheap labour for your facto-
ries, and a market for your goods! All this, plus a handy scapegoat! Who’s responsible for unem-
ployment! The coloured immigrant! Who brings about a drop in take-home pay? The coloured im-
migrant! Who is it creates slum housing, racial tension, high interest rates, and violence in our
streets? The coloured immigrant! Can we afford to be without it? I say ”No!” It makes good sense
to keep a few around－when the dogs begin to bay, throw them a coloured immigrant! It may sound
simple, but it works. Remember though－the operative word’s ”a few”－For reference, see the Red,
the White, the Blue and Green Paper on Immigration, whatever year you fancy！（９）
追い詰められた乗船者達の間で仲間割れや暴動の兆しが現れ始め，事態が錯綜する中，Mew Singh
という人物に Hopkinsonが銃で撃たれ倒れる。その後，Hopkinsonを殺害した犯人が捕らえられ絞
首刑になったと伝えられ，T. S.が観客に向かって一礼したところで幕は下りる。
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この劇で扱われているドラマ的要素として明白なことは，東インドから来た人々の移民許可要
求とカナダ政府の人種差別政策との対立である。作者 Pollockは，バンクーバーのカナダ移民局事
務所が彼らの入国を拒否したのはカナダ政府の公式政策に従ったもので，それは２０世紀初頭のカ
ナダ社会が孕んでいた人種差別の風潮を反映したものだと考えている。彼女は作品の序文におい
て，“As a Canadian, I feel that much of our history has been misrepresented and even hidden from us. Un-
til we recognize our past, we cannot change our future（１０）”．と述べているが，この言葉は，カナダの人
種差別政策という過去の罪過を看過してはならないし，また歴史的事実を直視して理解しない限
りカナダの未来は危うくもなるだろう，という Pollockの歴史意識が反映していると言えるだろう。
カナダ人は過去の駒形丸事件のような史実を通して人種差別問題の根源を直視すべきだ，と Pol-
lockが強調していることは間違いないが，彼女の劇作品は単に歴史的事象を記録することや人種差
別反対の政治キャンペーン小冊子の役目を果たすものではない。The Komagata Maru Incident の本
質は，個人としての人間と強大な時流の力との間の厳しい拮抗を描いているドラマである。登場
人物の一人でシーク教徒の女性に対して，作家は個人名を与えず，ただWOMANとして語らせる。
このシーク教徒女性がカナダ政府の人種差別を受けた駒形丸船上のシーク教徒移民を代表すると
同時に差別的処遇に苦しめられている弱者全般を象徴していることを，作者は示唆しようとした
のではないだろうか。歴史的視野を広げて考慮してみれば，Hopkinsonでさえ，結局，犠牲者なの
である。何故ならば，彼も時勢を反映した政策の遂行者として個人的には身動きのとれない状態
のまま殺害されてしまったのだから。
Pollockはドラマの中核として，人間個人の生きる意思と歴史的出来事に付随する時流の圧力と
の緊張関係を重視している。歴史の潮流に無自覚な人間，そして自立した責任行動の意志を欠如
した人間にとっては時代の奔流とのドラマティックな対峙経験は生じないだろう。Hopkinsonを殺
害したMewa Singhの行動の是非は，歴史的事件の発生した激流の最中にいる者，あるいは時代風
潮を客観的に見る眼を持たない者にとっては，判断は容易ではないかもしれない。The Komagata
Maru Incident の最終場面においてWOMANが断頭台の露と消えていったMewa Singhの言葉を伝
えている。
I am a gentle person, but gentle people must act when injustice engulfs them. Let God judge my actions
for he sees the right and the wrong. I offer my neck to the rope as a child opens his arms to his mother（１１）.

Pollockが歴史的背景を組み込んでドラマを構築しようとした点は，戦後の日本で劇作家として
活躍をしてきた木下順二の演劇理念と類似しているように思われる。木下は『ドラマが成り立つ
とき』の中で，「……なにかおもしろい事件や，単なる力と力の対立を手際よく描いたものがドラ
マなのではない。人間が如何ともしがたい力と，全力を尽くしてどう人間が対峙するか，そこに
漲る緊張感，それがドラマの根本なのだと思います。」（１２）と述べている。また
ドラマにおける葛藤は，よくＡとＢとの対立という形でいわれるが，私は，作者と何ものか
との対立がドラマだと思う。作者との対立物は，強ければ強いほどいいわけで，つまり「超
人的」なものが，最も強い対立物として，ギリシャ以来今日まで，常にドラマのモティヴェ
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イションであった。ギリシャ悲劇では，それは“運命”であり，イプセンの場合は“社会”，
シェイクスピアから１７～１８世紀のフランス古典劇にかけては，つきつめていえば，それは“絶
対主義”だと云えるだろうし，１８～１９世紀になって，“歴史”が超人間的なものとしてとらえ
られるようになった。私自身も，超人間的なものを，“歴史”という言葉でよぶ（１３）。
とも語っている。ドラマの本質的要素は不可避の対立関係にあると見る考えは木下独自のものと
いうわけではないが，木下は超人的な力が個人としての人間に対峙して立ち現れる状況が主要な
ドラマ的要素だと考えているのである。
ではここで木下の作品『オットーと呼ばれる日本人』を例に著者のドラマトゥルギーを具体的
に考察してみよう。この劇は，１９３０年代初期から４０年代初頭にかけて，オットーと呼ばれていた一
人の日本人が国際共産主義組織の諜報活動家 Johnsonという人物と共謀してスパイ行為を働いた物
語を扱っている。オットーは上海と東京の間を何度も往復し日本の国家機密を国際共産主義組織
へ漏洩していたが，ついに発覚して逮捕され，スパイ行為による大逆罪で有罪判決を受け処刑さ
れていく。この劇が，実際に日本で発生した，通称「ゾルゲ事件」として知られているスパイ事
件を詳しく調査して執筆された経緯は，次の木下の言葉に示されている。
「オットー」というのは，ゾルゲ国際スパイ事件として一般には知られているあの事件の中
で，尾崎秀実に，コミンテルン諜報機関が与えた偽名だと，検察側の資料は伝えている。実
在の尾崎の実際の行動を，そのまま私が描こうとしたわけではない。が，「オットー」という
外国名で呼ばれ，せい一杯の生命をかつて生き切って，非国民と呼ばれつつ刑死しなければ
ならなかった一人の「日本人」の行動が持った本当の意味は何であったのか（１４）。
木下の作劇意図は，時代の趨勢に抗して生きること，当時の軍国化していく日本社会の中で思
想家として如何に自立して行動できるかということ，を追求して考えることであった。１９３０年代
から４０年代初頭に至る時代は，日本の歴史上の転換期にあり，日本は太平洋戦争への道を進み始
めた。日本の軍国主義化の情勢に抵抗することが正義だと信じて，そして日本国民を救い世界平
和を守るために，ドラマの主人公はスパイ活動に参画する。主人公オットーの直面する問題は劇
作家・木下が深く関心を持つ主題であった。木下の劇作のテーマは，常に，歴史の潮流の最中で
人は如何にして流されることなく自立して生きうるかを問うことなのである。

以上のように見てくると，Sharon Pollockと木下順二のドラマトゥルギーにはいくつかの共通点
がみられる。第一に，両劇作家のどの歴史劇作品も，過去の歴史的出来事をドラマの土台に利用
して事実の詳細を物語として伝える単なる記録劇の限界に留まっていないということである。Pol-
lockも木下も登場人物を歴史上の実在人物をモデルとしながらも，彼らの懊悩や内面の葛藤に眼を
向けることで，作品を時代の乱流に生きる人間像をいきいきと描くドラマに仕上げている。第二
に，両劇作家は，フラッシュバックの技法を巧みに取り入れ，いわば，複合時間操作を劇中に施
している。過去，現在，未来が登場人物の意識の在所と共に流動や交錯する様は，台詞に加えて
舞台位置や照明の工夫で達成されるようにとト書きで指示されている。これらの技法は登場人物
３８ 南 良 成
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の内面の世界を表現する上で貢献していると言えよう。また，舞台という限られた空間において
時空を歴史劇の展開にふさわしい構成をとるための至当な技法でもある。第三に，両劇作家は劇
作品のドラマ的要素として対立関係を重要視するものであるが，それは思想や感情上での諍いと
いうよりも，個人としての人間と歴史の潮流という超人的な力との対立に重点を置いているので
ある。
確かに Pollockにも木下にも，過去の歴史を直視しているか，という問題意識は強い。また一個
人が時代の潮流に迎合すべきか抵抗すべきかという行動の選択を迫られた状況の中に最大の劇的
要素を看取する。木下は「願望を持ったゆえに願望を達成し得，しかし同時にその願望のゆえに
願望を達成し得ないという矛盾，それがドラマの本質なのであり，そして歴史というものは，そ
のような矛盾の積み重ねなのではないか」（１５）と述べ，ドラマと歴史のアナロジーを見ている。Pol-
lockも同様の演劇理念を共有していると言ってよい。一般的には木下順二は『夕鶴』を書いた民話
劇作家としてよく知られているが，実際は，上述したようなドラマ観・歴史認識を持つ劇作家で
あるがゆえに『オットーと呼ばれる日本人』の他にも多くの歴史劇を世に送っている。『山脈』『風
浪』『沖縄』『神と人のあいだ』『子午線の祀り』などがある。これらの戯曲作品の中にも一貫して
木下のドラマトゥルギーと歴史観が反映されているが，この点に関しては稿を改めて論じること
にしたい。
本稿の主題である Sharon Pollockのドラマトゥルギーと歴史劇を考察する上で重要な作品として
は，The Komagata Maru Incident, Walsh の他に Fair Liberty’s Call を挙げねばならないだろう。この
作品は，１７８５年前後のニューブランズウッィクが舞台となっている。アメリカ合衆国の独立革命軍
勝利の後，アメリカにいたロイヤリスト（王党派）がカナダのニューブランズウッィク州へ移住
してくる苦難の歴史が背景にある。その当時，約５万人近くの人々がアメリカからカナダへの移
住を余儀なくされたわけだが，劇中の Roberts一家もロイヤリストの立場をとっていたため革命戦
争後ボストンに居れなくなり，カナダ側への移動を決意する。一家はこれまでの戦闘で長男が戦
死し，次男は自殺してしまった。父母と二人の娘と黒人奴隷の５人は苦難の末よやくニューブラ
ンズウッィクに到達し，ここを永住の地とする決心をする。このドラマの主人公は一人と言うよ
りも，登場人物一人一人がすべて主人公と言ってよい構成になっている。それぞれが，歴史の激
動の最中，自らの運命と対峙し，新天地で次第とカナダ国民意識を芽生えさせていく物語である。
Fair Liberty’s Call という作品は，アメリカ独立革命戦争後のロイヤリスト達のカナダ移住という
史実を題材に，カナダ国民意識の問題をテーマとして扱っている。また，このテーマはすべての
カナダ人が常に共有するテーマでもある。この観点からすれば，
This play is less about the past than it is about the present. Canada, after all, is a country built on immi-
gration and characterized by a very uneasy relationship with the United States（１６）.
という論評も正鵠を得ている。
現在のカナダは多元文化主義を国是として掲げ，移民者が多種多様の文化混在状況の社会で，
民族対立の激化や紛争が発生することもなく比較的平穏に共存して暮らしている。しかし，過去
を振り返れば，様々な対立抗争事件が起こっているし，また，過酷な人種差別も行われてきた。
例えば，第二次大戦中に日系カナダ移民が受けた迫害は，今日では明らかに人種差別政策に基づ
いていたことが認知されている（１７）。劇作家 Pollockはそうしたカナダの歴史を直視するがゆえに，
３９Sharon Pollockの歴史劇とドラマトゥルギー
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また，ドラマと歴史のアナロジーを洞察するがゆえに，歴史劇を書きつづけているのだろう。Hop-
kinsonの個人的ディレンマは，カナダ人すべてが直面しうるディレンマであり，いわば，カナダ国
民にとっての寓意とも言えるのではないだろうか。
注
 １９９４年１１月２２日に在日カナダ大使館でおこなわれた Sharon Pollockの講演内容は出版物としては残っていないが，
筆者が備忘録にもとづきまとめた概要を次の論文の一部に収録した。
拙稿「現代カナダ演劇の諸問題」『阪南論集 人文・自然科学編』第３６巻３号，２００１年１月，５１―６０頁
 ドラマトゥルギーは，「作劇術」とか「劇作法」と訳されることが多いが，これらの訳語は誤解を招きやすい。
ドラマトゥルギーは単に技術論上の概念ではなくて，ドラマ理念と戯曲構成技法が統合化される過程である。
作家が戯曲を書くときに必要とされるのは，技術論に先立って，まず作家が何をドラマティックと考え，何を
ドラマの主要素として把握するか，という理念であろう。
 Dominion Drama Festivalは１９３２年１０月２９日に演劇芸術振興に熱心な人たちが総督，首相ならびに政府要人と会見
し，会談の結果創設された演劇祭で毎年４月に開催される。最初のドミニオン演劇祭は１９３３年４月２３日に開か
れた。現在も続いているこの演劇祭は，国立の要素が強いので，カナダにおいて最も評価の高い演劇芸術活動
である。
 マザー・グース童謡として歌われている一節は次のようになっている。
“Lizzie Borden took an axe / And gave her mother forty whacks / When she saw what she had done / She gave her father
forty-one.”
そしてこの歌声は Blood Relations の劇中第２幕で，背景から聞こえてくる。
 劇の中でMiss Lizzieがメイド Bridgetの役をし，ActressがMiss Lizzieの役割を務める仕掛けが組み込まれてい
る。このロールプレイの技法に関しては，Stone-Blackburnの論考に詳しい。
 Sharon Pollock, Blood Relations, p．１３．
“The time proper is late Sunday afternoon and evening, late fall, in Fall River，１９０２；the year of the ’dream thesis’, if one
might call it that, is１８９２．”
 カナダ演劇のドキュメントドラマに関しては，Robert Nunn, “Performing Fact : Canadian Documentary Theatre”を参
照。
 Sharon Pollock, The Komagata Maru Incident, pp．２６９-２７０．
	 Ibid ., p．２５８．

 Ibid ., p．２２６．
 Ibid ., p．２８６．
 木下順二『ドラマが成り立つとき』，岩波書店，１９８１年，pp．１４．
 木下順二『木下順二評論集５』，未来社，１９７４年，pp．６５―６６．
 木下順二『木下順二評論集７』，未来社，１９７６年，pp．２６５．
 同上，pp．６０－６１．
 Sherrill Grace, “Imagining CANADA: Sharon Pollock’s Walsh and Fair Liberty’s Call,” Performing National Identities,
Vancouver: Talonbooks，２００３，p．５９．
 日系カナダ移民の戦後補償に関して多大な貢献をした Roy Mikiの著書 Justice In Our Time を参照。
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